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イオンクロマトグラフ（イオン別分析装置）

の活用状況について

総合技術研究所

＜璽旨＞ イオンクロマトグラフは，多種のイオンを高い感度で，迅速に分離定量できる特徴があり， 昭

和56年9月に導入以来， 雨水・ 大気ふんじん ・ 排水 ・ 土箋などの環境試料を主体とした分析に適用して

きたので， 代表的な適用事例について紹介する。

1 イオンクロマトグラフとは

イオンクロマトグラフは， 水溶液中のイオンを

定量分析するものである。写真1に装鷹の外観を

示す。

写真1 イオンクロマトグラフの外観

通常の分析では， 雨水などの水溶液はそのまま
の状態で， 大気ふんじんなどの粒子状物質は水で
抽出し， ガス状物質は吸収液に溶解させて， 定量
する。

測定原理を， 第1図に示す。試料液は溶離液と
共に分離カラムに入り， ここで各々のイオンは，
イオン交換樹脂に対する親和力の強弱等により分
離され， ある一定の順序で溶離液とともに出てく
る。 これを除去カラムに導いて溶離液成分を除去
し， 目的イオンのみを順次後段の電気伝導率を原
理とする検出器で測定するものである。

測定系統は， 陽イオン用と陰イオン用の2つか

ら構成され， 無懺の陽イオン（Na+ , K+ , NH、+ ,
Ca2+ , Mg噂）， 無機の陰イオン (F-, c1-, 
N02 -, Noa-, SO• 2-, P04 8

―他）および有機酸
等が， 0.05-0.5叩／¢の定量下限で測定できる。

ポンプ

第1図 測定系統図

2 遍用例
(1) 雨水構成成分の分析

雨水中の陽イオン(Na+ , NH4
+ , Kりおよ

び陰イオン(c1-, NOa―, s04
2-）の分析例の

パタ ー ンを第2図に示す。
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第2図 雨水の分析例

三
I
 

三排出

匝

5 10 15 

時 間（分）

この結果は， 大気環境に関する諸調査の一環
として活用されている。
(2) 排水中N分の分別分析

火力発電所の排水中には， 微量のN分が含ま
れている。その構成 イ オ ン で あ るNH4ぢ
N02-, NOa―などの分別定量に活用している。
その分析例を第3図に示す。

従来の比色分析法にくらべ迅速化され， N分
の挙動調査や処理対策の研究な ど に有効で あ
る。

- 16 -






